釧路公立大学警備業務仕様書

１　警備対象物件

　（１）名　称　　　釧路公立大学

　（２）所在地　　　釧路市芦野４丁目１番１号

２　契約期間　　　　平成３０年４月１日～平成３５年３月３１日
３　警備方式

　　　警備員警備及び警報警備の併用とし、各警備時間及び警備員の数は下記のとおりとする。

また、下記の掲げる祝日は、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日とする。
　（１）警備員警備

　　ア．平日①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７：３０－１６：３０　　　１名
　　イ．平日②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８：００－１７：００　　　１名

　　ウ．平日③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：４５－２２：３０　　　２名

　　エ．土曜日、日曜日、祝日　　　　　　　　　　　　　　８：００－２２：１５　　　２名
　　オ．年末年始休業期間（12月29日～翌年1月3日）で大学側が指定する１日
８：００－１７：００　　　１名

　　カ．但し、都合により上記規定以外に要請する場合は、別途協議とする。

　（２）機械警報警備

　　ア．平日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２：３０－翌７：３０の間

イ．土曜日、日曜日、祝日　　　　　　　　　　　　　２２：１５－翌８：００の間

　　ウ．年末年始休業期間（12月29日～翌年1月3日）　　　　　　　終日
（但し、（１）警備員警備　オ．年末年始休業期間以外とする。）
　　

４　警備員警備内容

　　
　（１）不法侵入者、挙動不審者の取り締まり

　（２）来学者受付、施設案内、及び校舎出入者の監視・確認
　（３）大学各門や玄関の開放及び閉鎖、施設内扉等の開錠・施錠

（４）文書、物品等の受付・保管・受け渡し

（５）電話の受付け、担当者への連絡

　（６）遺失物及び拾得物の受付け、保管
（７）警報発報箇所の確認、担当者への連絡
（８）防災設備自主点検の補助業務
（９）警備日誌の記載及び報告

（10）防災設備チェック表の記載及び報告

（11）鍵貸出及び鍵貸出簿の管理

（12）警報警備のセット

　（13）校内外の巡回

　〔校　内〕

ア　施錠の確認

イ　電気、ガス、水道、防災、警報設備の点検
ウ　施設内建築物・設備の点検、担当者への報告

エ  校舎内の保管物件の監視

オ　ＡＥＤの点検
カ　不要電灯の消灯

キ　煙草吸殻の処理状況の点検
　　　ク　その他防災、防犯上必要なこと。
〔校　外〕

　　　ア　閉門、玄関の施錠及び確認
イ　無許可自動車の駐車に対する指導

　　　ウ　自転車の駐輪場への誘導及び移動

　　　エ　施設外建築物・設備の点検、担当者への報告

　　　オ　煙草吸殻の処理状況の点検

　　　カ　校舎外の保管物件の監視

　　　キ　校舎外の防災、防犯上必要な個所の点検
　　　ク　屋外部室棟の巡視及び施錠の確認

　　　ケ　非常時における通報連絡

　　　コ　その他警備業務実施上必要なこと。

５　緊急時の対応

（１）　天災及び人身災害の場合は、消防署に通報するとともに、委託者（以下「甲」とする）の指定する職員に報告しその指示を受けること。また、必要に応じて在校者の安全確保に尽くすこと。
（２）　盗難、暴力破壊等の場合は、警察署に通報するとともに、甲の指定する職員に報告しその指示を受けること。
（３）　地下受水槽警報、防火戸動作警報、給水ポンプ警報等が発報した場合は、関係機関へ通報するとともに、甲の指定する職員に報告しその指示を受けること。
６　警報警備

（1） 警備担当時間中、司令担当者を定め、物件の監視を間断なく行う。
（2） 警備担当時間中、異常事態が発生した場合は、遅滞なく緊急要員を派遣し、異常事態の確認を行い、その事態の拡大の防止にあたるとともに関係者・機関への通報連絡を行う。

７　警報警備の警戒区分及び警備箇所
　（１）警戒区分

　　　次のとおりとし、各区分毎に警備体制（セット・リセット及び異常警報が判明すること）がとれることとする。

　　ア　本館１・２階、体育館、３号館（大講義室２・中講義室・電算実習室２・喫煙室）
　　イ　事務室・事務局長室・厚生事務室・講師控室

　　ウ　金庫室

　　エ　待合ホール・学部長室・学長室・応接室・教員談話室・印刷室・倉庫１・倉庫４・第３会議室

　　オ　第１会議室・第２会議室・キャリアセンター・学生相談室・保健室・電算センター・電算実習室１・電算準備室

　　カ　第12ゼミ室・地域経済研究センター・同センター長室・電算実習室３・ＡＶ調整室・ＡＶスタジオ・大講義室１・第11ゼミ室

　　キ　附属図書館の閲覧室・開架書庫・閉架書庫・グループ学習室A・グループ学習室B
　　ク　売店

　　ケ　食堂
　　コ　視聴覚室・映写室・講義室 201号

　　サ　書類倉庫

　　シ　体育館棟
　　ス　104講義室・105講義室・106講義室・107講義室・121講義室・122講義室・第13ゼミ室・第14ゼミ室、第15ゼミ室、第16ゼミ室・101講義室・102講義室・103講義室

　　セ　体育館棟部室・トレーニング室・ピアノ室
　（２）警報警備箇所　別図のとおり

８　警報警備用センサー、アラーム及び配線等

（１）センサー
　　　原則、赤外線センサーとし、金庫室及び金庫前室の扉にはマグネットセンサーを設置すること。但し、機能的に不可能な場合は打ち合わせを行い変更することができる。
（２）アラーム

センサーが異常を検知した際に連動してアラーム（ベル）が鳴るものとする。
（３）配線
　　　原則として全て隠蔽とする。但し、不可能な場合は打ち合わせを行い変更することができる。
（４）送信機及びコントロールボックスの取り付け位置

　　　送信機及びコントロールボックスは１階警備員室内とし、金庫室用センサーのコントロールボックスを事務室内（金庫前室内センサー用）及び金庫前室内（金庫室内センサー用）にそれぞれ設置すること。
（５）非常電源

停電若しくは、その他非常時に送信機、コントロールボックス及びセンサーが動作可能なように非常用電源を取り付けるものとする。

９　業務日誌
　　　従事者は、警備業務日誌を作成し、翌日委託者へ提出するとともに、異常の有無及びその措置を報告しなければならない。また、業務着手前には前任者より業務の引継と指示報告をうけるものとする。
10  従事者名簿の届出
　　　受託者は、業務従事者名簿を作成し、委託者へ提出すること。また、途中で従事者を交替させる場合は委託者に書面をもって報告すること。
11　身分証明書の携帯

　　　受託者は、常時従事者に身分証明書を携帯させること。

12　従事者の服装及び規律

（1） 警備員の服装、制帽及び護身用具等は警備業法（昭和４７年法律１７号）に基づく所定のものを常時着用することとし、事前に受託者の承認を受けること。また、名札等を着用すること。

（2） 従事者は、言葉使い、態度を正し、在・来学者等に不快感を与えないよう務め、親切に対応すること。

13　勤務場所と費用の負担区分
（1） 勤務場所は、警備員にあっては警備室とし、事務所、営業所等としての使用は禁ずる。

（2） 業務に要する費用は、受託者の負担とする。ただし、電気、水道、暖房料は委託者が負担する。

（3） 各備付け備品及び用具類の無償で使用できるものとし、その使用に関しては取扱いに十分注意を払い管理しなければならない。
14　従事者の勤務態様

（1） 受託者は、従事者が心身ともに最善の状況で勤務に従事させるよう注意、指導、管理すること。

（2） 従事者が、勤務中に疾病・負傷・死亡した場合は、受託者が責任を負うこととする。

15　その他

（1） 個々の業務内容にかかる細部については、口頭により指示する。

（2） この仕様にない事項については、委託者の指示に従うこと。
